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　３月９日、陸平をヨイショする会主催の縄文の

森コンサートが文化財センターで開催されました。

　つくば市出身の若手演奏家稗田隼人さんのギタ

ーと高　瑶子さんのヴァイオリンが奏でる音色が、

早春の陸平に心地よく響きました。

　

３
月
１０
日
、

陸
平
貝
塚
公
園
の

シ
ン
ボ
ル
・
竪
穴
住
居

の
復
元
作
業
の
完
了
を
祝

し
て
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

制
作
に
あ
た
っ
て
は
昨

年
の
春
に
参
加
者
を
募
り
、

材
料
の
調
達
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
カ
ヤ
葺
き
ま
で
約

１
年
を
か
け
ま
し
た
。
勉

強
や
検
討
を
繰
り
返
し
、

縄
文
時
代
の
資
材
、
道
具

な
ど
に
も
こ
だ
わ
っ
た
手

作
り
の
竪
穴
住
居
で
す
。

中
学
生
や
大
学
生
も
参
加

し
、
幅
広
い
世
代
の
皆
さ

ん
が
竪
穴
住
居
の
復
元
に

携
わ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
一
度
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。

　

２
月
１７
日
、
美
浦
中
学
校
体
育

館
で
「
２
０
１
９
Ｎ

Ｐ

Ｏ

法
人
ジ

ョ
イ
ナ
ス
み
ほ
体
操
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
地
域
の
方
々
が
た
く
さ

ん
訪
れ
、
出
演
者
・
来
客
者
あ
わ

せ
て
５
６
０
人
の
盛
大
な
催
し
と

な
り
ま
し
た
。

　

賛
助
出
演
に
よ
さ
こ
い
舞
え
ど

連
、
ゲ
ス
ト
に
日
本
女
子
体
育
大

学
新
体
操
部
が
出
演
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
は
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
の
び
の
び
と
披
露
し
、
観
客
に

笑
顔
を
届
け
ま
し
た
。

　２月１８日、茨城県市町村会館（水戸市）において

「町村自治功労者表彰式」が行われ、飯塚往雄さん

が村の振興・発展に貢献した民間自治功労者とし

て茨城県町村会から表彰されました。また、表彰

式では、受賞者代表としてあいさつをされました。

　飯塚さんは、選挙管理委員会委員長、民生委員

児童委員、社会教育指導員をはじめとする幅広い

分野で地域と密接に関わり、長年に渡って活躍さ

れています。その多大な功績が認められ、この度

の受賞となりました。おめでとうございます。

地域の話題を

お待ちしています

■総務課・広報係

☎０２９－８８５－０３４０（内）２０５

第２１回縄文の森コンサートを

開催しました

第２１回縄文の森コンサートを

開催しました

待
望
！

　

陸
平
の
竪
穴
住
居
が
完
成

ジ
ョ
イ
ナ
ス
み
ほ

体
操
フ
ェ
ス
開
催

飯塚往雄氏に自治功労者表彰飯塚往雄氏に自治功労者表彰
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　木原城の城主近藤利勝を描いた肖像画（絹本

著色近藤利勝像）が近年発見され、このたび新

たに村指定有形文化財に加えられました。

　木原城の城主である近藤氏についてその詳細

はよくわかっていません。近藤利勝像が発見さ

れたことにより、今後その人物像や木原城研究

の解明につながることが期待されます。

　指定にともない、虎の刺繍（県指定）と昨年１２月に

県指定となった蔵骨器（信太入子ノ台遺跡出土）の展

示と講演会を開催します。どうぞご来館ください。

◇会場　文化財センター

◇展示期間　５月１０日（金）～２６日（日）

※５月８日（水）、９日（木）、２８日（火）、２９日（水）は
展示替えのため展示室のみ休室。

◇講演会　当日受付・参加無料

①木原城主近藤氏について

　講師　平田満男（美浦村文化財保護審議委員）

　日時　５月１８日（土）午後１時３０分

②永巖寺所蔵近藤利勝像について

　講師　瀨谷貴之（神奈川県立金沢文庫主任学芸員）

　日時　５月１９日（日）午後１時３０分

◇問合せ　文化財センター☎０２９－８８６－０２９１

　２月２０日美浦トレーニング・センター広報会館で、

昨年ＧⅠを制した厩舎への「ＧⅠプレート贈呈式」と新

人騎手への「鞭贈呈式」が行われました。

　まず、ＧⅠ制覇を記念するプレートの贈呈式が行わ

れました。年度代表馬を獲得した国枝栄厩舎のアーモ

ンドアイ号を始め、プレートがずらりと並ぶ様は圧巻

でした。

　続いて鞭贈呈式が行われ、３月１日より美浦トレー

ニング・センター所属となる大塚海渡騎手（木村哲也

厩舎所属）、小林凌大騎手（小西一男厩舎所属）、菅原明

良騎手（高木登厩舎所属）が今井康場長から鞭の贈呈

を受けました。３名のこれからの活躍が期待されます。

節
句
終
わ
れ
ば
女
雛
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男
雛
つ
ら
い
別
れ
の
箱
住
ま
い　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

年
の
数
だ
け
食
べ
て
た
豆
も
今
じ
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夫
婦
で
半
分
こ　
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り
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餅
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の
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り
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原
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便
り
が
嬉
し
い
季
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心
弾
ま
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詠
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池
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孫
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柊
準
備
福
よ
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た
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と
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わ
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号
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目
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今
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覇
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世
界
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王
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貴
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当
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史
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﨑
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澤
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翻
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当
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う
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け
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つ
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し
ょ
う
の
う

み
ち

し

じ

ま

きし

ま

ＪＲＡ　ＧⅠプレート贈呈式・新人騎手鞭贈呈式

木原城主「近藤利勝像」が村指定有形文化財に木原城主「近藤利勝像」が村指定有形文化財に

左から、大塚海渡さん、小林凌大さん、菅原明良さん左から、大塚海渡さん、小林凌大さん、菅原明良さん
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